林 は 夜の 空気の 底の すさまじい 藻の 群落 だ。 みんな 

だまって 急いで ゐる。 早く 通り抜けよ うとして ゐる。 

に はか きら 

俄 に 空が はっきり 開け 星が いっぱい 耀 めき 出した。 

た、 V その 空の ところどころ 中風に でも かかつ たらしく 

よど 

変に 淀ん で 暗い の は 幾片か 雲が 浮んで ゐ るのに ちが ひ 

ない。 

その 静かな 微光の 下から 烈しく 犬が 啼き 出した。 

けれども 家の 前 を 通る とき は 犬 は 裏手の 方へ 逃げて 

微かに うな つ てゐ るの だ。 

ちょ つ と 

一 寸 来ない 間に 社務所の 向 ひに 立派な 宿が できた。 



ラム プが 黄い ろに とぼって ゐる。 社務所で はもう 戸 を 

閉めた。 

(こんや、 二 時まで 泊めて 下さい。 四 人です。 たいま 

つがあります か。 わら ぢ があります か。 それから 何 か 

よるの たべものが あります か。 ほう、 火が よく 燃えて 

るな。 そ いぢ や、 よ ござんす か。 入ります よ。) 

(さあ、 二 時まで ぐっすり や るんだ ぜ。 ねむらな いと 

あしたつ かれる ぞ。 はてな、 となりへ 誰か 来て ゐ るな。 

さう だ、 土間に 測量の 器械なん かが 置いて あった。) 

青い きらびやかな ねむりの もやが 早く も ぼんやり 



か、 るのに 誰か どしどし 梯子 を ふんで やって来る。 隣 

リの室 を どんと 明ける。 

だんな どし ゆ 

「や あ 旦那さん。 ぶん 萄酒 一杯 やりな さいご 

ぶんどし ゆ ぶ だう しゅ 

「葡萄酒？ 葡萄酒 かい。 お前が つくった 葡萄酒 かい。 

熱め て あるの かいご 

「まあ 一杯お あがりなさい。 さう です。 アル コー ルを 

入れた のです ご 

「アル コ ー ルを 入れた のか。 あとで？ 作って か 

ら？， - 

「さう です。 大丈夫で すよ。 本当の アル コ —ルで す。 

見坊 獣医から 分けて 貰った のであります ご 



こさ 

「どうして 掊 へたんだ い。 野葡萄 を 絞って それ か 

ら？， - 

「い、 え、 あとで 絞る のです。 まあ、 おあがりなさい。 

大丈夫であります ご 

「さう か。 そんなら 貰 はう か。 おっと、 沢山 だよ。 ふ 

ん、 随分 入れた な、 アル コ— ルをご 

「ずゐ ぶん 瓶 を 沢山 はじけら せました ご 

「ふん ご 

「砂糖 を 入れな いで もや つ ぱり 醸き ます。 」 

「さう かい。 砂糖 を 入れたら 罰金 だら う。 おい、 吉田、 



吉田。 吉田を 呼んで 来て 呉れ、 あ、 い、 よ、 来た 来た。 

おい 吉田。 葡萄酒 ださう だ。 飲まない かご 

「さう です か。 おや。 熱く して あるの か。 どれ、 おい 

沢山 だ。 渋い なご 

ねむけの もやが また 光る。 

「あした は 騎兵が 実弾 射撃 に 来る さ うぢ やない か。 ど 

こ へ 射つ の だら うご 

ささち：；；' 

「笹森 山、 地図 を 拝見、 これです。 な あに 私 等の 方 は 

危 くありません よご 

たま そ 

「しかし 弾丸が 外れたら 困る ぜ。」 



「な あに、 旦那さん。 そんた に 来ません。 そいつ さ騎 

兵 だん 〔# 「ん」 は 小 書き〕 すぢ やい ご 

うこん あさひ か は 

ふん、 あいつ は あの 首に 鬱金 を 巻きつけた 旭川の 

兵隊 上り だな、 騎兵 だから 射的 はま づぃ、 それ だから 

大丈夫 外れ 弾丸 は 来ない、 とい ふの は 変な 理窟 だ。 け 

れ ども しんとして ゐる。 みんな 少し 酔って 感心し たん 

だな。 

「今日は 君 は 楽 だ つ たらう ご 

くらかけ しの ざ さ 

「え、、 しかし 昨日 は 鞍掛で まるで 一 面の 篠笹、 とて 

は 

も 這 ふ もよ ぢる もで きませんでした ご 



ゐる。 夢の 中の 雷が ごろごろ ごろごろうな つて ゐる。 

かし は そそ 

雲の 下の 柏 の 木立に 時々 冷たい 雨の 灌ぐ のが 手に 取 

る やう だ。 それでも やはり 夢ら しい。 

何時かな。 もう 二 時半 だ。 少しお くれた。 いや、 丁 

度い、。 寒い。 

(おい。 もう 二 時半 だ。 二 時半 だ。 行かう 行かう。) 

寒くて ガ タガタ する。 みんなう らうら 仕度 をして ゐる _ 

ゆ ふべ のつ y きの 灰色 ズックの 鞫、 ラム プの光 は 青 

い 孔雀の 羽。 

(い、 か。 火が ついた か。 さあ 出よう。 たいまつ はま 



ん中 だぞ。 寒い な。) 

ぬぐ ふち あ をく ろ 

空の 鋼 は 奇麗に 拭 はれ 気圏の 淵 は青黝 ぐろ と 澄み わ 

みぢん 

たり 一 つの 微塵 も 置いて ない。 

いっぱいの 星が べつべつに 瞬いて ゐる。 オリオンが 

もう 高く のぼ つて ゐる。 

(どう だ。 たいまつ は 立派 だら う。 松の木に 映る とす 

ごいだら う。 そして、 そうら、 裾野と 山が 開けた ぞ。 

はてな、 山の てっぺんが 何だか 白光す る やう だ。 何 か 

非常に もの 凄い。 雲 かもしれ ない。 おい、 たいまつ を 

一寸う しろへ かくして 見ろ。 ホウ、 雪 だ、 雪 だ。 雪 だ 

よ。 雪が 降った の だ。 やっぱり さっき 雨が 来たの だ。 



夢で 見た の だ。 雪 だよ。) 

空気 はい ま はすき とほり 小さな 鋭い かけらで できて 

ゐる。 その 小さな 小さな かけらが 互に ひどく ぶつつ か 

り 合 ひ、 この 燐光 をつ くるの だ。 

オリオン その他の 星座が 送る ほの あかり、 中に すつ 

くと 雪 をいた ゾく山 王が 立ち 黒い 大地 を ひ きゐながら 

今涯 もない 空間 を静 にめ ぐり 過ぎる の だ。 さあ みんな、 

祈る の だぞ、 まっすぐに 立て。 

じんじん みめう ごふ 

(無上 甚深 微妙 法 百 千万 劫 難 遭遇 

我 今 見聞 得受持 願 解 如来 第 一 義) 



力 いっぱい 声 かぎり、 夜風 はい のりを 運び去り はる 

かに はるかに ォ ホックの 黒い 波間 を 越えて 行く。 草 は 

もう みんな 枯れたら しい。 たいまつの 火の粉 は 赤く 散 

お ほぐ ま ぼし 

り、 大熊星 は 見えません。 

(ここのと ころで よく 間違 ふぞ。 左 を 行く と 山み ちな 

んだ。 鳥居が あるので 悪く すると そっちへ 行く ぜ。 ) 

みち は 俄に 細くな つたり 何 本に も わかれたり。 黒い 

くわ ざん れき 

火山礫と 草の しづく。 

(いつもなら 火 を 見て 馬が かけて 来 るんだ が 今 はもう 

みんな 居な いんだ。 すっかり 曇った な。) 

みちが 消えたり 又 ひょいと 出て 来て 何 本に も 岐れた 



かし は 

柏 の 枯れ葉が ざらざら 鳴って ゐる。 

みち 

なんだか 路が 少し を かしい。 もう 大分 来て ゐ るの だ 

vr o 

力 

ちょ つ と 

(向 ふに どてが あるか どうか 一寸見て 来よう。 おい。 

ついて 来るな。 そこに 居ろ。 何 だ。 たいまつが 消えた 

な。 そこに 居ろ よ。 はなれるな。 ずゐ ぶん 丈の 高い 草 

だ。 胸 きりある。) 

(どてが 無い よ。 この 路に 沿って ゐる箬 なんだ。 事に 



よったら 間違った ぞ。 もう 少し 行って 見よう。 けれど 

も 駄目 だ。 やっぱり 駄目 だ。 こんな 変な 坂路 がな かつ 

た箬 だ。 少し 北側へ 廻った のかな。 すっかり 曇った し、 

まで 

困った な。 仕方ない 夜明け 迄に 一 べん 宿へ 引つ 返し 日 

が 出てから 改めて 出掛けよう。) 

(けれども 一 寸路を さがして 来よう。 何とか 抜けられ 

るか も 知れない。 曇って さへ 居なかったら 見当 だけつ 

けて ぐんぐん 本当の みちの 方へ 草 を こいで 行けば い、 

ん だが。 仕方ない。 ますます 変な 所へ 来て しまった。 

やっぱり 駄目 だ。 さあ 引つ 返し だぞ、 戻り だぞ。 や あ、 

降って 来た 降って 来た。 マントの あるの は 誰々 だ。 さ 



ぁ馳け るんだ ぜ。 い、 か。 そら。 大きな 岩 だ。 つま づ 

くな。) 

(ふん、 あれが さっきの 柳 沢の 杉 だ。 

ねむ 

何 だ 沼 森の 坊主め。 ケロリ として 唾って やが る。) 

所 々 雲が 切れて 星が 新ら しく 瞬く。 

(はは あ。 こ、 だ。 こ、 で 間違つ たんだ。 仕方ない。 

まあ 行って 火 をた かう。) 

山 だけ まだ 雲 を かぶ つ てゐ る。 

(おい。 上等のお 菓子 だぜ。 一 つづつ 分ける ぞ。 もう 

ぢき だ。 もう 十五 分。) しかし 宿で も 迷惑 だな。 



(路を 間違へ て 帰って来ました。 火 をた きます よ。 み 

ん なきもの を 乾かせ。 辛い な。 けむりが。) 辛い。 け 

けむり 

むり。 それにき ものが 乾かない。 烟 がみん な そっち 

へば かリ 行く。 ぱっと 燃えろ。 さあ、 ぱっと 燃えろ。 

(ああ、 もう 明るくな つて 来た。 空が 明るくな つて 来 

た。 きれいだ な あ。 おい。) 

きき やう 

深い 鋼 青から 柔らかな 桔梗、 それからうる はしい 天 

るリ つぶ 

の 瑠璃、 それから けむりに 目 を 瞑る とな、 やはり はが 

ねの 空が 眼の 前 一 面に こめて その 中に るりいろの くの 

字が 沢山 沢山 光って うごいて ゐ るよ。 くの 字が 光って 



うご •：：• 。 

もうす つかり 暁 だ。 

(お握り を 焼かう。 は あ、 ゆ ふべ はどう も。 途中で 

迷って。 雨 は 降る し。) 

(さあ 日が 出た やう だ。 行かう 行かう。 さあ 飛び出す 

ん だよ。 お、、 立派、 この 立派。 ふう。) 

日の 光 は 琥珀の 波。 新ら しく 置かれた みねの 雪。 

しらかば 

赤々 燃える 谷の いろ。 黄葉 を ふる はす 白樺の 木。 

モッ スァゲ —卜 

苔 瑪瑙。 



(お、 い。 あんまり 馳 けるな。 とまれ。 とまれえ。 

お、 い。 止れ つたら。 待てったら。) 

うん。 朝の 怒り は 新鮮 だ。 炭酸水 だ。 

すずらん うさぎ 

鈴蘭の 葉 は 熟して 黄色に 枯れ その実 は 兎 の 赤め だ 

すずが み 

ま。 そして これ は 今朝 あけ 方の 菓子の 錫 紙。 光って ゐ 

る。 
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